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子ども未来フォーラム大阪
～産官民で創ろう！阿倍野の子育て支援～

2015年 9月 23日に「子ども未来フォーラム大阪 in
あべのハルカス ～産官民で創ろう！阿倍野の子育て支援
～」と題し，日本一の超高層ビルである「あべのハルカス」
を舞台に，第 2回目の福祉フォーラムを開催した．当
フォーラムは，看護職のアウトリーチ（outreach）活動
団体であるパパの育児休業支援センター（脚注参照）が
主催したものである．前回に引き続き，大阪市をはじめ
とした自治体などの後援や社会福祉協議会（大阪市阿倍
野区）の協力を得るとともに，今回は地域住民の有志で
結成された「あべの元気プロジェクト」との共催で実施
し，防衛兼内閣府大臣政務官（当時）の石川博崇氏，学研
エデュケーショナル・シニアチーフの福尾三枝氏，大阪
市こども青少年局課長の赤本勇氏の3氏に筆者が加わり，
パネルトークなどを行った．
さて，医療の世界では，「キュア（cure）からケア（care）

への転換」が叫ばれるにしたがって，多職種連携の重要
性が指摘されている．さらに，地域包
括ケアシステムの構築が喫緊の課題と
して認識される今日においては，「コ
ミュニティ（community）」に対する
視座の獲得が不可欠なものとして受け
入れられ，連携をとるべき対象も地域・
行政・企業・NPOなどの外部セク
ターへと拡大が想定されるようになっ
た．すなわち，これまでの病院や診療
所といった既成の枠を超えて，医療職
には街づくりの主要な担い手としての
取り組みを期待される時代が，いまま
さに到来しつつあるといえる．
当フォーラムの開催趣旨も，看護職

として，この国や地域における医療・
福祉課題の解決に向き合い，産官民の
多様なアクターが協働し，チームとし

て機能する――そのような環境を築いていきたいという
点にある．こうした中，赤本氏からは，行政としてのさ
まざまな施策に関する紹介があり，福尾氏からは，企業
としての役割が示された．そして，石川氏からは，「All 
Japanのチームとして，切れ目のない支援に取り組むこ
とが必要だ」との発言があり，筆者も，「病院の中だけで
はなく，地域において看護職の専門性を発揮し，チーム
の一員として役割を果たしたい」と述べた．今回のフォー
ラムをきっかけに，まずはお互いを理解することからは
じめ，それぞれの強みを生かしながら連携を深めていく
ことについて確認をした．
地域包括ケアシステムといったときに，医療専門職の
一人ひとりが地域に溶け込み，個人レベルでも活動を展
開していくことが，その基盤になるのではないか．その
ためにも，今後も地域におけるネットワークの構築を進
め，協働の創出づくりに取り組んでいきたい．

パパの育児休業支援センター
男性の育児参加に関する調査，研究ならびに啓発活動を行うことにより，社会全体として男性の育児参加を促し，男性も仕事と家庭を両立させ，
夫婦で協力して子育てにかかわっていくことで，子どもを産みやすく，育てやすい社会の実現に寄与することを目的に活動を行っている．代表であ
る筆者は，地域の看護職として，男性の育児参加の推進および育児休業取得にかかわる支援活動を行っており，全国から寄せられた，男性の育
児休業取得に関する相談も受けている．男性も当たり前に育児休業を取得できる社会の実現に向けて，力を注いでいる．
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